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保育所児の性格特性について
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目 的
近年，母親の家庭外での就労を主たる腹自として，乳
児期早期 (0歳代)から，あるいは就学前の幼児期(4， 
5歳期)IC:，長時間にわたって.集団保育施設 「保育所J
で集団保育経験をかさねる子どもたちが増加してきた。
一方，従来より，乳児期』ζ長時間，母子分舵を経験す
る子どもたちは，その発達iζマイナスの影轡をうける.
という見方が，広く社会通念として流布されてきている。
しかしながら，保育所児の発達は，最近の諸研究を慨
観すると，遅れているとはいえず，むしろ領峨によって
は，優れた様相を示しているのである。
「発達」という幅広い概念枠組から，就学前幼児をみ
た湯合，乙れまでの研究成果からは，r保育所」で集団
保育をうけている子どもたちは，大きな問題を呈してい
るとはいえない。
他方，母子分般の経験はまた，情緒不安と結びつけて
Jgられる乙とが多L、。 即ち，情緒が安定しない恐れがあ
るとして，早期集間保育は否定的にとらえられているの
である。1)2) 
乙の見解を支持するものとしては，我が国では成田ら
の実験的研究があけられよう。そ乙では，家庭保育児と，
乳児期早期から集団保育をうけている集団保育児(昼間
のみ)が比較され，後者iζ情緒的不安を示す子どもが多
いと指摘されている。幻乙の他，黒田らの実験において
も，ほほ同織の4号祭がなされている。4)5) 6) 
しかし，乙の種の問題を論議する場合，実験的研究は，
日常場面における適応 ・不適応、を必ずしも反映してはい
ないという批判が現協の保育者からあがっている。
先述した黒問らも，保育形態の異なる幼児たちの発達
の諸側面は，多角的iζ，あるいは迫跡的に検討する必要
があるとして，逐次，多様な分析方法を用いて比絞研究
をお乙なっている。7)
者医者iま，本研究において，就学前幼児(6主義到達)を
対象に，主として情意的側面を中心iζした，性格特性を
分析し，保育所児に特定の傾向が認められるか否かをみ
ようとした。
発注の過渡的段階にある幼児の性絡を評定する ζとは
一般に困難であるとされ，後述するように.実際上半IJ定
もむずかしし、。
したがって乙乙では，今後追跡調査をおζなうととを
前提に，一応，幼児期の段終段階におけるかれらの一般
的傾向を把保しておく乙とを門的のーっとした。
さらに， 6成児の段階では.就学までに通園していた
保育機関か.r保育所jであるか，r幼稚園Jであるか
Kよって性格特性に違いがみられるかどうか，を検討す
る乙とが本研究の目的である。
方
? ?
幼児期のヂともの性絡を測定する方法としては，大別
すれば，投影法(ローノレシャ yハテスト.CATなど)
により.同僚幼児自身の反応を求める方法と，本研究で
使用するような，~育者K回答を求める質問紙法があけ
られる。
ζの「質問紙」法の場合は，対象児が内省する能力を
十分もちあわせていない乙と，および文字や質問を正縫
iζ判誌できない発達段階である ζとから，直後，対象児
自身に凶答を求める乙とはできない。
したがって親あるいは，集団保育筋設の保育者に，日
常の幼児の行動評定を求めるのが，一般的方法となって
いる。
一方，人間形成の初期の途上にある幼児について，そ
の性格を測定する意味を考えてみると.それは，つまる
と乙ろ今後の家庭教育あるいは集団教育において，子ど
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もをとりまく大人が，それをもってし、かに，子どもとの
関係において配慮をおζなうか， IL貢献するものであっ
てはじめて重要性を有する。
筆者は，本研究において，その評定および評定結巣が，
評定者の今後の養育行動過程κ反映され得る側商の大き
い，高木らの「幼児・児童性格診断法J引を用いる乙と
にした。本診断法は，今後児童期においても使用する乙
とができるし，結果が，特性別にプロフィーJレで示され，
対象児の長所・短所を相対的に把握できるため，臨床的
にも活用が可能であると考えた。
<手続き>前述した「幼児・児童性格診断検査Jによ
り，卒園を目前にした幼児たちの母親iζ，個別に行動評
定を依頼し，回収した。なお，あらかじめ，結果と所見
は後日個別に送付することを申し添えた。
<対象>阪神閣の中都市郊外の同一生活圏に在住する
幼児137名と，条件の類似した隣接地域Iζ住む幼児74名，
計211名である。(表 1，表2参照)
表 1 対象児
幼保別 数 男 女 (回収率)
人 人 人 % 
A 公立保育所 40 20 20 63 
B 公立幼稚園 74 39 35 68 
C 私立幼稚園 23 16 7 77 I 
D 公立幼稚園 74 39 35 88 
平均
£口λ E十 2)] 114 97 74 
表2 対象児の出生順位
なお，調査は1982年度にお乙なったが，保育所児のみ
例数が少ないため，1980年-1982年の3年間にわたって
いる。
結果と考察
1.全体の傾向について
各国別IL平均値を求め，プロフィ ーノレを描いた所，ど
の園，どのグループも， 13の特性すべてKわたり， r曽
通J領域，即ち(3 )の領域か，あるいは「良好」の領
重
? ?
域， (4)の領域i乙所属する結果となった。
そζで幼稚園児全体の粗点平均にもとづくパーセンタイ
ルプロフィーノレを，全体は実線で，男子は長短の線で，
女子は点線で図lに示してみた。図2は，同じく保育所
児の結果である。
総じて女子の結果の方が男子lζ くらべ，良好な傾向を
示している。
平均債を求めると，どの群も中和されて，可もなく不
可もない傾向を示す結果Kなるが，こまかく各特性の中
の細目をみていくと，現代幼児の行動特徴と恩われる傾
向がいくつか認められる。図3は，全体の50%以上が該
当した項目である。
乙れらの傾向をみると，との時期の幼児をもっ紛が，
困った乙とだと指摘する問題点のいくつかは，特別な少
数例にみられる問題ではなく，一般的に認められるもの
である，といえると思われる。
2.保育所児と幼稚園児の比較
( 1 )各特性聞の比較
保育所児と幼稚園児の間において t検定により有意
差の認められた「特性Jは， 2の〔神経質〕傾向と 5の
〔自立 ・白主性〕傾向である。(表3参照)
すなわち，両者においては，幼稚園児の方が，宵癖や
社会行動異常としてあらわれやすい精神反応過敏性を宵
している乙と，一方，保育所児の方は，自分の身の凶り
の乙とがむかなか一人でできず親や周囲への依存傾向が
強いことが示された。
乙の点は，見方をかえれば，評，定者である両者の母親
の育児態度が反映したものとも考えられる。
集団保育経験が短い幼稚園児の方は，母子密着の度合
いが高いこと，したがって親も子も新しし、経験に緊張し
たり過敏になったり，物事を気にする傾向をもちやすい
ことカ3うかがえる。
一方，長時間あるいは，幼少期から集団保育をうけて
いる保育所児は，集団保育場面では，自立をうながされ
ることが多いため，家庭では，いきおい甘えが出て依存
的になる乙とが多いと考えられる。続の態度もまた，忙
しさから，つい親の方が先に手を出してしまいがちなζ
と，あるいは，日中長時間子どもと離れているととから
必要以上に過保護になってしまう ζとなども結局，子ど
もの依存性を高める原因になると恩われる。
ζの他，各施設内で統計的に有意に男女差の見られた
ものとして，表3，ζ示すように， r自信IJカJ，r闘へ適応j
K関して，いずれも幼稚園女児の方が，幼稚留男児より
も良好な傾向を有していた。また， r攻撃性J，r体質的
不安定J，ζ関しては，保育所男児の方が，保育所次児よ
( 2 ) 
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パーセンタイル ・プロフィール
(幼稚園児) (1) (2) (3) (4)-金一男子一次子
J J 020 30 40 50 60 70 890 99 
1.顕示性が強い ト一一一一ーー→ー ァ→-ー 一-1 顕示性なし
2.神 経 質 ー 日十で一寸一千--l神経質ではない
33百緒不安定』→一←一一一戸-t-k→-1- r I 情緒安定
4 . 自制力なし ト→-ー一一」一寸-';"/~ー十一} 自制力がある
5.依存的f----' だきaー い i自立的
6.退行的 トー ιー ;ー「ー「一一←生 産的
7.攻撃・衝動的 ←J一一←?でー--1--1猛和 ・理性的
8.社会性なし 』ト一一一←て--r-一千---l--1 社会性がある
9.家庭へ不適応←÷一一1一一←- 1ー』・ 1家庭へ適応
10.闘へ不適応 ←→一一ー-ー←←Jー ;ー ・ 闘へ適応、
A.体質的不安定 。ー 十一←ー 「一ー ←-tつ「→ー]体質的安定
B個人的不安定 ' ; ←→ーー 個人的安定
C.社会的不安定口百日同05060ゐ809rω 社会的安定
図 1 幼稚園児について
バーセンタイル・プロフィール
(1) (2) (3) (4) 一一 全一一男子…女子
1J 0 20 30 40 50 60 70 80 9099 
J.顕示性が強い-¥1顕示性なし
2.神 経 質 ι 十 )J1H+→ 神終質ではない
3.情緒不安定』十一←でー+ー1----1そ十←←→-!情緒安定
4.自制力なし ιY→ード→ 自制力がある
一千円5 .依存的， ~円、主~目 ・自立的
6.退行的:;;イヲ:ー→「生 産的
7.攻隼 ・衝動的 ト， ~-，<:" '.! I t→ 温和 ・理性的-~、ミ;:::
8.社会性なし f--+-: ・ I'=->j : I I社会性がある
9.家庭へ不適応トー÷一←寸ー十十十「闘で-1--'1家庭へ 適応
10.闘へ不適応 l !---j t 己斗←|図へ適応
A.体質的不安定 !j ~ /l +ー 4体質的安定
B.個人的不安定 ト十 十三く! 個人的安定
C.社会的不安定 . I ・午、 目 社会的安定
J 10 20 30 40 50回 70即 9099
図2 保育所児について
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項目
〔不安傾向)i朝おきて(夜中|全 111
女 161 
{家庭適応)iお客があるとは|全 1120157 
しゃいだり沼ちつきをなくすJI男 1731臼
図3 幼児全体の50~彰が該当した項目
表3 群5.lIJ比較において有意な差がみられた特性
神 経 質 幼稚園児>保育所児 t = 3.1 6 9 p < o. a 5
自 主 性 幼稚園児>保育所児 t = 2.3 9 2 pく 0.05
自 伽l カ 幼稚園女児>幼稚園男児 t = 2.4 3 7 p < 0.05 
攻 聖書 1生 保育所男児>保育所女児 t = 2.2 2 5 p < 0.05 
闘へ適応 幼稚園女児>幼稚園男児 t = 3.2 3 3 p < 0.05 
体質的不安定 保育所男児>保育所女児 t = 2.9 7 7 p < 0.05 一一
りも，その傾向を強く有していた。 保育所児は男子0，女子は2名(10%)であり，就学を
( 2 )第二に「問題J群と「良好J群の占める塁手につ
いて両者をみてみた。
領域(1 ) ILプロフィールが位置を占めれば，それは
「十分な儲導を要するJ性格特性を有するのであるが，
ζれらの問題ある特性を一つでも有する幼児を「問題」
群として抽出した。
問題群は幼稚園男児の中28名 (30%)みうけられ，保
育所男児では7名 (35%)を占めていた。女子の方は，
幼稚園で13名(17%)保育所で2名(10%)となってい
る。いずれも男子の方に多く幼稚園児には男女間iζ有意
な差が認められる。(.r'検定P<0.05)
男子の中では，その半分以上を末っ子が占め，兄弟の
中の下の子の方が， i問題」ある性格特性を強く示すよ
うである。
次IC，i良好J群についてであるが，乙れはプロフィ-
Jレが全部右端の(4)の領域に所属する子どもを指して
いる。
幼稚園児では男子が7名(7%)，女子が3名 (4%) 
( 4 ) 
前にした幼児の段階では.全般に良好な性格を示す者は
1割にみたない結果となった。
幼児期K申し分のない「良い子jであった子どもが.
思存期に暴発しやすい，などと相談臨床の場で指摘され
る乙とカsある。
乙の調査結果をみた場合，まだまだ幼児期の段階では，
良好といわれる「性格」にまとまりきらないのが子ども
の一般像であるととらえてよいと考える。
3.その他の特徴について
政後iζ，それぞれのクソレープが，特lζ多くの共通の傾
向を示した各性格特性をあげてみる。
〔顕示性)Iζ関しては，保育所，幼稚闘児共に「一人っ
子Jが，とりわけ自分を誇示する傾向を有している乙と
が認められる。また， r中間子JICおいても若子その傾
向が認められる。
〔情緒・不安傾向〕に関しては，r人前に出るとかた
くなる」や「気が小さい」という項目κ，保育所 ・幼稚
園児とも「長子Jが50%以上その傾向有り，とされてい
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る。(自主・自立性〕に関しては.保育所児に共通の依
存傾向がよ君、められたが.幼稚園児においても「一人っ
子JIr.は問機の傾向がある。さらに幼稚園児の「一人っ
子」には〔返行性〕に関しでも，他fr.比べてその傾向が
強く認められる。また， (退行性〕に関しては， iちょっ
とした乙とですぐすねたりふくれたりするJ項目に f中
間子」の特徴が認められた。(攻撃性〕および〔自制
力〕のなさに関しては，保育所児の男児および長子にそ
の傾向を示す者が多い。(家庭適応)fζ関しては， i長
子Jにおいて「弟妹ばかりかわいがると不平をいう」と
いう項目に特徴がみられた。
段後Ir.. (体質傾向〕に関しては，ぜんそく ・しっし
ん・風加をひきやすいなど「一人っ子Jの場合iζ，同じ
く保育所 ・幼稚園児ともに身体的に過敏傾向が認められ
た。また，夜尿については保育所男児fr.多数みられるの
が特徴的である。キプツ社会の保育所でも「夜尿J問題
が指摘されているが.9) 保育所児の「夜尿」を何らかの
心!'1的負困と考えるか密かは，今回， 夜尿の状態を詳し
く調査していないため，あきらかKする乙とができない。
以上，就学前幼児の性絡特性について.各特性・各項
目別K注目すべき点を指矯した。
各特徴lζ若干の違いがあるが，保育所児，幼稚園児と
も，各々問題点を有しており，今後時間をかけて人格を
形成してし、く途上の子どもたちであるζとが示唆された。
集約すれば，就学前の子どもたちは.11!に長時間保育
施設であるか，短時間保育施設であるか，という通闘機
関の5)IJで，大きく性格特性が異なってくるものではな
く，兄弟関係，親子関係など家族問の相互作用の結果と
して.各々の特徴を強く有するようになると考えられる。
乙の点fr.関連して，妥回は.家族社会学の立易から，
夫紛の和合と，子どもの情動特性との関連を指摘してい
る。10)
保育所児κ指摘されがちな，官頭で挙げた〔情緒・不
安傾向)については，一般的傾向はもとより，問題群と
して抽出した9名の子どもたちに関しでも該当しなかっ
た。彼らの問題特性の多くは〔白主・自立性〕のマイナ
ス傾向であった。
さて，以上κ見てきたように，保育所児は，本研究に
おいて，i幼稚悶jのような短時間集団保育施設で育っ
ているjこどもたちに比べて，著しい性絡上の問題特性を
有しているという結果は見出されなかった。したがって
今後は，個別に示された各問題特性を，それぞれの子ど
もの克服すべき発達課題ととらえ，両親の励ましと，学
校教育による新たな経験の中で徐々にのり乙えていく乙
とが期待される。
?
，
? ??
??】
録後fr.唯一，指摘された〔臼主・自立性)Ir.関して考
えておきたい。項目別分析によれば，乙の特性の中で，
主と して保育所児の問題としてあげられるのは，生活習
慣にかかわるものと，大人への依存傾向の二つに大別さ
れよう。
前者IC含まれる「遊びゃ勉強のあとかたづけができな
いJ.i仕事が退く何事も手悶どるJ.i机の上の格PIlなど
一人ではなかなかできないJ.i朝はなかなか起きれない
のに夜ふかしをするJなどは，続のしつけの問題Ir.選元
できるものでもある。殺の適切な ζとばがけや援助に
よって，乙れらの日常行動は，次第に克服されるであろ
う。 iしつけ」は保育所で，と安易κ考える乙となく，
仕事をもっ級は，多忙に感わされずに線気よく子どもの
自立をうながす必要があると恩われる。
次IC. iだれかが見てやればできる ζとも一人ではで
きないJIC代表されるような，大人への依存傾向を考え
てみたい。
保育所児の一日は，家庭では税.保育所では保母，と
大人の監督Fで終始過すζとが多い。一日の臼程は規則
正しくはあるが，ほぽ大人の決めたスケジュールに沿っ
て，指示されて行動する ζとが多くなる。
昨今，保育所保育が，保育イヨーが指導性を発郷するあま
りに，子ともを管理する保育になってしまってはL、ない
か，という反省が保母の中から生まれている。
保育所児の依符傾向は，乙のような日常生活の中で増
幅されているとみる乙ともできる。
乙の点jζI刻しては，今回明らかになったと乙ろを，保
育内容の点検，保育所生活の変不の視点へとつないでい
くととが重要である。また家l廷においても，殺の就労κ
起因する多忙な生活を.i放任」あるいは「過保oiJと
いうかたちで子どもに返していく ζとのないように乙乙
ろがける必裂がある。
4.手LJ尼集団保育経験児の性格特性
日本保育学会において，昨今，集団保育の是非が論議
される場合は.とりわけ3歳未満の子どもの人的形成に
とってどうなのか，という点iζ滋論が集中する傾向がみ
られる。
そ乙で，乙 ζではさらに. 3歳未満より保育所Ir.入所
し，長期間，かっ長時間にわたり集団保育経験を絞んた
就学前の幼児lζ，一定の性格傾向がみられるかどうか
を，統計的に検索し，今後の乳児期からの保育所保育，
家庭保育の探題を明らかにしていきたいと考えた。
対象となった保育所児については.1980-1982年の子
どもIC.さらにω83年3月lζ調貸した者を加え.57人と
した。
(5) 
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内分けは，3歳未満保育所入所児 (A群と略す)26人，
3歳以上の保育所入所児 (B群と略す)31人である。
不安傾向)に関しては， B群は 「普通J領域 (3)K， 
A群は「良好」領域 (4)に位置を占めた。その他， A
群が「良好」領域に入るものには， (顕示性なし)，(園
へ適応)， (体質的安定)， (社会的安定〕などがある。
表4，ならびに図4は， A， B両群の各性格傾向に関
する平均得点と標準偏差，パーセンタイルプロフィ-)レ
である。 とれらをみると， A群は，保育所児一般の特徴である
〔自立，自主性〕傾向が，やはりやや問題を呈しはする
が，その他はごく良好な性格傾向を示しているという乙
とができる。情緒不安の問題についても，一般に問題視
されているような結果はでてとなかった。
A， B両群聞には， 13特性において統計的にはいずれ
も有意な差は認められなかった。llI1ち， 3歳未満から保
育所IL入所している幼児と， 3歳以降入所した幼児との
聞にはグループとしてみた場合，特』ζ大きな差異はない
というととである。
一方，プロフィ-)レをみると，両群の聞には若干の特
色の速いがみうけられる。
Al1草は[自制力〕のみB群に劣るものの，他はすべて
B群と同じかB群より良好な結果を示している。〔情緒・
次lζ，領域(1 )にプロフィールが位置を占める場合，
それは問飽ある性格特性という乙とになるが，一つでも
それを有する子どもを「問題群」として抽出した所，保
育所児では13名(全体の23%)の該当があった。(1980
年-1982年10名， 1983年3名)
表4 各群の性格傾向に関する平均得点と標準偏差
胤 示性l抑経費|不安傾向|自制力|自主性|退行性|攻撃性|社会性|家庭適応|圃へ適応|体質傾向l票全自|宗主思
3歳未満 "V I XI 2.46 保育所入所 | 50 I 1.70 (26人)目
3践以上 -;;-1 x I 3.∞ 保育所入所 l gコI 2.68 (31人〉 目
就学前幼児 x I 3.4
(21人) 50 I 2.49 
幼稚闘児 xI 3.4 ( 17人) SD I 2.51
fslfE|jjjltg 
iZ|::;|?2|;::; 
;517:;91::slU3 
2712L1271;:;6 
3.46 I 3.12.37 I 2.51 
3.19 I 3.84
1.74 I 3.28
3.2 I 3.2
1.74 I 2.50
1.58 I 2.9I 0.92 
1. 77 1 1.76 1 1.4
2.9 I 3.16I 1.62.7 I 2.7I 1 鈎
;;2|;ら|iL
tL|;ぉ|;:4
(保育所児)
2.7 I 21β2 I 5.42 
1.73 I 8.13 I 3.2 
;|i;:L|;3 
22|:;:。l:2
2.6 I 23.2 I 6.9 
1.9 I 10.5 I 5.1 
ノfーセンタイ Jレ・プロフィール- 3歳未満入所 (A群)
(1) (2) _ ~3J _ _ _ _ ~1 ….3歳以上入所 (B群)
110 20 30 40 50 60 70 80 90 99 
1.顕示性が強い 1 ・ ¥:7' ;顕示性なし
2.神 経 質a; ;' l V;! ι神経質ではないφa/K 
3.情緒不安定j...-..j i i I ':..!) I l情緒安定
4.自制力なし 仁t----l ・自制力がある;JJ! 
5.依存的 : : 1<[. ←→一→自立的:下六、」6.退行的 ーイ a:生産的
7.攻撃 ・衝動的 : 白 -:~， ペ(: 1 I I温和・理性的， 、 1
8.社会性なし:i 白 1: 1"1 :社会性がある
9.家庭へ不適応: ; ; ， ，寸ーた十十→家庭へ適応
10.園へ不適応:、下¥: 園へ適応
A.体質的不安定 : I-J e 体質的安定Jr B.個人的不安定白 j ・ 1 ・ 1 下j--"l 1 個人的安定
C.社会的不安定 。 ， I い ‘¥ l 社 会的安定
図4 入所年齢別にみた保育所児の傾向
(6 ) 
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乙れら問題群が有する問題特性をA，Bj可群の}il]ζ示
すと表5のようになる。
問題群は， A群が19%，Bg下が26%と， B群の方が若
干多い。問題相生では，A群は 〔自主 ・臼立(依存)性〕
B鮮は〔顕ぷ性〕か50%以上を占めるもので，両省の問
題の/j向性は若干異なっている乙とが示唆される。
表5 問題群が示す問題特性
AIl手 (5人) B群 (8人)
人 4 % 人 i % 
1.顕示性が強い 。: 0 4 : 50 
2.神 経 質 。。 13 
3. M緒不安定 。: 0 13 
4.白創Ij})なし 。。 。: 0 
5 依 存 的 3 : 60 3 iお
6. i詮 イ丁 的 : 20 。。
←ーー一一
7.攻繋・衝動的 : 20 3 ;お
8. H会性なし 。o 。: 0 
9.家庭へ不適応 : 20 2 : 25 
10.閥へ不適応 。。 。: 0 
A.体質的不安定 。。 。: 0 
B.何人的不安定 。。 3 : 38 
C.社会的不安定 。。 3::潟
(重俊該当者有り)
しかしながら，問題特性は，[自制力)， [社会性)，[幽
へ不適応)， [体質的不安定〕の4特性を除くすべてに分
散してポされており，むしろ個々の子どもの個人差の}j
がより強くぶされているのか問題特性たとみる乙とがで
きる。そして.他方， A， B両群ともに問題特性が皆無
であった前述の4特性が， ~釦E保育所保育のみるべき性
格特性であるととを指摘したい。
以上，乳児集団保育経験児は，本研究において.比鮫
的良好な性格特性を示したが，筆者は，乙の点について
は以下のような綴・家庭の背景を考慮しなければならぬ
と考える。
すなわち，本研究の対象となったD保育所の実態をみ
ると，乳児期から子どもを保育所K入所させている家庭
の綬の方が，子どもが生まれた当初より，母籾か仕事を
続けるという心緒えができ上がっており， m団保育Ic:対
(7) 
する不安が少ない乙と.一方， 3歳以降K子どもを保育
所に入所させて働く母親は，再就駿蓄が多くを占めるた
め，仕事をもっ乙とと育児の両立に，ともすれば不安を
抱きがちな傾向がみられる点である。
また，前訂の母貌は，山A休暇をとりやすい織業(教
師，保母， n護婦，公務員など)Iζ従事する者が多く
(前者対後者i35%対10%)，総じてi走者の家庭よりも経
済的Kも恵まれている。このようむ綬の生活実態や怠織
水準が，子どもたちの性格ならびに発途上の問題に大き
く関与しているととを，今後はもづと注目する必要があ
ろう。
黒田らの集団保育経験児iζ関する研究によれば，11)12)
幼児社会性発注検査においては，社会性の得点は， 0歳
代入所のチともが段も高く， ついで3，4， 2， 1歳代
の順になったという。また，本研究と同じ診断法による
結果においては，有意去は必められなかったが， 0歳代
入所のチどもが，ほとんどの項目において.他の年歯舎に
比べて，すぐれた傾向をぷし， 1 歳代入所児はやや劣る
ζと，さらに 3，4歳児入所児が予想したほどに良い傾
向を示さなかったζとが特徴としてあけられた。黒田ら
は乙の他-~の1iJf'~ 13) I引において，3歳未満児における
入所時期の母F分離による精神的打撃がその後の発達i乙
影響号をおよぼすのではないか，という仮説は証明されな
かったと街嫡している。一方， 0歳代入所児が各側面の
発達において優れた傾向を示すζと，それに比し 1歳
代入所児は問題点が多い乙とから，閉じく 3歳未満で
あっても， r人見知り lの時期iζ該当する子どもについ
ては留怠する必要があることも指摘している。
また，永野によれば，15) 3自主未満入所の子どもたち
(長期集団保脊児)は，それ以降入所のチどもたちに比
し，大人との閲係による「臼己統制JJK関して有意IC得
点が低かったという。乙の調子Eは4歳児の年度末iζおζ
なわれたものであるが，今後の継続的調査とともにζこ
でも家族・続の問題，保育所の保育内容との関連なども
』雪崩置する必要があろう，と街嫡されている。
これらの諸家の研究においても， 3歳未満児の集団保
育経験を，その性絡特性と関巡っ・けて，$ーに正負の効
果として論じる乙とはまた.まfご悶懲であるζとがうかが
われる。
筆者は，さらに今後の課題として，保育所児の例数を
ふやして，問題特性の所従および他の環境要因との関連
を確かめるとともに.それらの克服への視点，ならびに
取り組みの方法を探求したいと考える。
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母親による就学前幼児の特性評定を試みた結果，以下
の点がみいだされた。対象は卒園を目前にした阪神間の
幼稚園児ならびに保育所児211名である。
1 .保育所児と幼稚園児の聞に t検定により有意差の
認められた特性は. r神経質J傾向と「自主性J傾向で
あった。即ち，幼稚園児の方が保育所児に比し，神経質
傾向をより多く有している乙と，一方保育所児の方は，
幼稚園児に比し，親や周囲への依存傾向が強いことが見
出された。
2.問題群の占める割合は，保育所，幼稚園とも男子
の方K多かった。また良好群iζ属する者は，両群とも l
割にみたなかった。
3.出生順位別lζ対象児の特性をみると，両施設群と
も 「一人っ子Jは〔顕示性).(自主・自立性〕に関して
問題を有していた。また〔体質傾向〕で，身体的過敏傾
向が認められた。 r長子」は〔情緒・不安傾向)および
〔家庭適応)に関して若干問題が認められた。一方「中
間子」は〔顕示性〕および〔退行性〕において若干7 イ
ナスの傾向が認められた。
4.保育所男児K.(自制力).(攻撃性〕において問
題が認められた。また.(体質傾向〕で「夜尿J経験を
有する者が保育所男児IC多くみられた。
5. 3歳未満保育所入所児群 (A群)と 3歳以降保育
所入所児群 (8群)の問では.13特性において，統計的
にいずれも有意な差は認められなかった。
fーセンタイルプロフィールにおいては.A群は〔自
制力〕のみB群に劣るものの，他はすべてB群と同じか
B群より良好な結果を示した。
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Summary 
We inv巴stigatedthe characters of 211 kindergarten and day nursery (Hoikusho) children before entrance into a school 
by the diagnostic method of character studies for children. The results are as folJows: 
1. T score shows that the significant difference between the day nursery and the kindergarten children is characterized 
(8 ) 
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by their inclination to nervous temperament and independence， that is， kindergarten children are inclined to be more 
ne円ousthan day nursery children. On the other hand， day nursey children are apt to depend more on parents or on 
other people. 
2.ηle ratio of children who have a lot of negative traits and character problems is comparatively high in boys both in 
kindergarten and in day nursey children. On the whole， les than 10% of the children studied had idea1 character 
traits in both day nursery and kindergartens. 
3. Investigating the children by order of date of birth: An only child who has no brothers or sisters shows problems 
of (1) acting out (2) independence. Such a child is constitutionally too nervous. 
An eldest child usually has some emotional defect and some problems of adapting himself (herselfヲtohis (her) 
family. While， those children who have older and younger siblings， showed some prob1ems of (1) acting out (2) 
regresslon. 
4. The boys in the day nursery group presented problems 01' (1) self control， (2) aggr巴ssion.Many of them have experi-
enced bed-wetting as well. 
5. As for the 13 kinds of traits， significant differences could not be found statistically between children who entered 
day nursery when under 3 years old (group A) and those who entered when over 3 years old (group B). 
Group A is apt to be inferior to Group B in regarding self-control. 
As for other characteristics， Group A is totally equal to or even superior to B. 
( 9 ) 
